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主日礼拝    

 

前奏  
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「わたしは神が宣言なさるのを聞きます。 

主は平和を宣言されます 

御自分の民に、主の慈しみに生きる人々に 

彼らが愚かなふるまいに戻らないように。」 

(詩編 85:9) 

 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

リタニー「隣人と共に生きる」 
 

司式者：「二人または三人が 

     わたしの名によって集まるところには、 

     わたしもその中にいる」と主は言われます。 

みんな： 主よ、感謝します。 

司式者： 神さま、わたしたちは日ごろ、 

     隣人と力を合わせるよりも、 

     自分中心に生きています。 

みんな： 主よ、わたしたちをおゆるしください。 

司式者： 隣人の気持ちをわかろうとするよりも、 

     自分中心に生きています。 

みんな： 主よ、わたしたちをおゆるしください。 

司式者： わたしたちの心に、隣人を理解し、隣人を愛し、 

     隣人と共に生きる勇気と力をおあたえください。 

みんな： 主よ、わたしたちに勇気と力をおあたえください。 

     主によって祈ります。アーメン。 
 

 
 
 
 
 
 
 

賛美 16「われらの主こそは」 
 

 
 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 

 
 



聖書 マルコによる福音書 12：1～12 
新約(新共同訳)P85～86 

1 イエスは、たとえで彼らに話し始められた。「ある人がぶ

どう園を作り、垣を巡らし、搾り場を掘り、見張りのやぐら

を立て、これを農夫たちに貸して旅に出た。2 収穫の時にな

ったので、ぶどう園の収穫を受け取るために、僕を農夫たち

のところへ送った。3 だが、農夫たちは、この僕を捕まえて

袋だたきにし、何も持たせないで帰した。4 そこでまた、他

の僕を送ったが、農夫たちはその頭を殴り、侮辱した。5 更

に、もう一人を送ったが、今度は殺した。そのほかに多くの

僕を送ったが、ある者は殴られ、ある者は殺された。6 まだ

一人、愛する息子がいた。『わたしの息子なら敬ってくれる

だろう』と言って、最後に息子を送った。7 農夫たちは話し

合った。『これは跡取りだ。さあ、殺してしまおう。そうす

れば、相続財産は我々のものになる。』8 そして、息子を捕

まえて殺し、ぶどう園の外にほうり出してしまった。9 さて、

このぶどう園の主人は、どうするだろうか。戻って来て農夫

たちを殺し、ぶどう園をほかの人たちに与えるにちがいない。 

10 聖書にこう書いてあるのを読んだことがないのか。 

『家を建てる者の捨てた石、 

これが隅の親石となった。 

11 これは、主がなさったことで、 

わたしたちの目には不思議に見える。』」 

12 彼らは、イエスが自分たちに当てつけてこのたとえを話さ

れたと気づいたので、イエスを捕らえようとしたが、群衆を

恐れた。それで、イエスをその場に残して立ち去った。 

  

 

 
 
 
 

賛美 472「朝ごとに主は」 

 
 
 

 

 

説教  「捨てられた石が」 

 

賛美 443「冠も天の座も」 

 

 



派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷  
 

アーメン 

 
 

後奏  
 

司 式 喜多村 文子 

説 教  柴田 もゆる牧師 

奏 楽 福原 之織 

 


